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遠
軽
町
で
は
、
今
年
に
入
り

例
年
同
時
期
と
比
較
し
て
大
幅

に
多
い
12
件（
遠
軽
地
域
９
件
、

生
田
原
・
丸
瀬
布
・
白
滝
地

域
各
１
件
）の
火
災
が
発
生
し
、

こ
の
う
ち
１
件
の
建
物
火
災
で

は
１
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
が
原
因
で
起
き
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
就
寝
前
に
は

火
の
元
の
点
検
を
確
実
に
行
い
、

自
宅
周
辺
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
な
ど
、
火
災
の
予
防

に
一
層
の
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
火
災
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

・
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ

捨
て
は
し
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
熱
を
発
散
す
る
器
具
と
壁
な

ど
の
距
離
を
十
分
に
取
り
、

壁
を
煙
突
が
貫
通
す
る
場
合

は
、
メ
ガ
ネ
石
等
を
適
正
に

設
置
す
る
。

・
家
の
周
り
は
整
理
整
頓
し
、

車
庫
や
物
置
に
は
施
錠
し
て
、

放
火
さ
れ
に
く
い
環
境
を
つ

く
る
。

・
火
を
使
っ
て
料
理
を
し
て
い

る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ

な
い
。 

・
子
ど
も
に
火
遊
び
を
さ
せ
ず
、

花
火
な
ど
は
大
人
と
一
緒
に

す
る
。

・
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、

た
こ
足
配
線
を
や
め
、
コ
ー

ド
の
上
に
重
い
物
を
乗
せ
な

い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
は
こ
ま
め

に
掃
除
し
、
ほ
こ
り
を
付
着

さ
せ
な
い
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
、
寝
具
や
カ
ー
テ
ン
な
ど

は
防
炎
製
品
を
使
う
。

・
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方

は
、
地
域
で
助
け
合
う
関
係

を
つ
く
る
。

問
遠
軽
地
区
広
域
組
合
消
防
署

☎
42
‐
２
０
５
０

場
所
・
量
に
か
か
わ
ら
ず
罰
則

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
野
焼
き
の
火
が
風
な

ど
で
燃
え
広
が
り
、
自
分
の
敷

地
だ
け
で
な
く
、
周
辺
に
住
む

方
の
建
物
な
ど
に
飛
び
火
す
る

危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
周
囲
に

迷
惑
を
掛
け
る
野
焼
き
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
住
民
生
活
課

☎
42
‐
４
８
１
２

ま
た
は
各
支
所
地
域
住
民
課

生
田
原
支
所
☎
45
‐
２
０
１
１

丸
瀬
布
支
所
☎
47
‐
２
２
１
１

白
滝
支
所
☎
48
‐
２
２
１
１

野
焼
き
は
犯
罪
で
す

　

野
外
で
ご
み
を
焼
却
す
る
こ

と（
野
焼
き
）は
、
一
部
の
例
外

を
除
き
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
違
反
す
る
と「
５

年
以
下
の
懲
役
、
１
千
万
円
以

下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
の
併

科
」と
重
い
罰
則
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
た
と
え
、
自
分
の

庭
先
や
畑
で
ご
く
少
量
の
ご
み

を
燃
や
し
た
場
合
で
も
、
そ
の

火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す

遠
軽
地
区
広
域
組
合
消
防
署
が
注
意
を
呼
び
掛
け

「山菜採り」にご注意を
　「山菜採り」などによる、遭難事故が発生しています。
　慣れた場所でも油断は禁物です。山に入る場合は、次のことに注
意してください。 
■山菜採りなどで山に行くときの注意
・家族などに、必ず行き先や帰宅予定時間を告げて行く。
・自分の体力、体調にあった行動をとる。
・知らない山には入らない。
・天気予報、気象情報を確認してから出掛ける。
・予備の食料、雨具、着替え、ライター、ラジオなどを持つ。
・携帯電話を持つ。（山によっては電波の届く場所がある）
・服装、所持品は目立つ色で。（白色タオル等を持参）
・熊に対する警戒を怠らず、笛や鈴で人間の存在を熊に知らせる。
■もし迷ってしまったら
・暗くなったらむやみに歩き回らず、大木の下や岩穴等で風雨をし

のぎ、体力の消耗を防ぐ。
・明るくなったら見通しの良い場所に出て、救助を待つ。
・捜索のヘリコプターを見つけたら、目立つ色（白色）の着衣、雨具、

タオル等を振って居場所を知らせる。
問危機対策室☎42 ‐ 4811
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消防署職員による消火活動の様子


